
手法名： 品質・工法の現場勉強会

■手法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

　

■検索用分類 　

働き方改革 着工前 事業主

人材活用 杭工事 設計・設計監理

コミュニケーション 躯体工事（RC） 行政機関

生産性向上 躯体工事(S) 協力会社

魅力発信 内装工事 近隣

環境整備 外装工事 エンドユーザー

品質向上 電気・設備工事 会社

安全管理 外構工事 上司

コスト削減 仮設工事 部下

工程管理 その他
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リーダーシップ

コミュニケーション力

人的ネットワーク

人間的魅力

育成力・評価力

マネジメントの構成要素 着眼点
ゴール設定力

戦略・戦術策定力

課題解決力・応用力

情報収集・整理・分析力

論理的思考力

工事段階 ステークホルダー

適用条件 所員、メーカー、職長参加

メーカー等 特になし

備　考 特になし

作 業 所 長 ソ フ ト マ ネ ジ メ ン ト 好 事 例
No.2020-JP-05

・当現場に該当し、採用する未経験工種・工法を、経験者・メーカー・職長を交えて勉
強会を開催する。
・テーマは、事前にリストアップした中から希望の多いものを、工程をふまえて着手
前に実施する。（毎金曜日を品質の日とし、スケッチ運動を交えて図面検討等を実
施しているので、開催頻度は、それらに合わせて２週間に１回程度としている。）

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・事前の情報だけでは、施工管理をしていく上で、必ず盲点が発生する。
　これらを担当者だけでなく、経験者・メーカー・職長から深い知識を吸収
して施工に反映し、皆の目でチェックを行う。

【効果】
・デメリットや注意点を中心に討議する事で、事前対策が実施できる。

【職人側のメリット】
・所員と共に、共通の認識をもって、施工の段取りができる。

【メーカー側のメリット】
・新工法等の良い宣伝になる。
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※　コロナ禍では密にならぬようご注意ください。





